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高分子学 )紘-ム蛋白等の分子 レベルの研究を行ない,筆者等の研究室 (生物物理 )は
生体膜等の分子集合体を主な研究対象としている.大沢研 〔分子生物学 )は膜と単細胞








えば.物理 2.化学 1.生物 1,高分子 1であり二大学院生の出身も生物工学 4.基礎





質核酸酵素 別冊 生体膜実鹸法 〔1974年 5月P.71〕を参照されたい.
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今迄に行なわれた主な研究をあげると,浜中の視覚の初期過程 と関連 した レチナール
分子の形態の決定,若林 ･山口のサルモネラ菌べん毛の構造の研究,中村の筋′ト胞体の
スピンラベル法による研究,猪子等の脂質二重層膜の構造の研究などがあ る ( 最近は研
究の零点を生体膜の構造においている.幸い科研費の交付も内定 したので.おいおいよ
いデータが出るようになるものと思われる.なお以上の他に,ニテラ原形質滴の興奮時

































しかとれないものとし･ j番 目の双極子のそういった状態を αj-±1で表わす･また･
双極子の能率を〃,結晶の体積をⅤとする.
臨界揺動の最 も簡単な理論はlJandau理論あるいは random phase 近似 ということ
になっているようであるが,周知のように, IJandau理論は秩序変数の密度 〔いま考え
ている系に対 しては電気分極密度 )を導入することから始まる.すなわち,結晶中に
a3≪Ⅴ≪Ⅴ なる小体積 Vを考え, Vの中心位置をrとし,各時刻でのⅤの持っ双極子
能率 をMとおいて,電気分極度 pLr)をpLr)≡M/V と定義する, しかしながら,ゆ
らぎを問題にする限 り,M/Vは強 くVに依存する量であ り, a≪Ⅴ≪Ⅴの範囲内のど
こかで停留値をとるといった性格 もない. しゆらぎと関連 して V依存のない量 として最
も普通にとられるのは<M2>/V である ).このような人為的な量 P(r)に基づ く理
論をどのように評価するのが正当なのであろうか, これが第 1の質問である｡
Vを a3に等 しくした場合 pLr)は pOj/a3 となり明確な意味を持っ･このような
pLr)従って αjの分布 を 1次元的に措けば･例えば図 1の如 くなるのであろう･この
ような p(rj)を
ptrJ)-吉zp〔k,expLikrJ) (1)
とFourier成分 (以下簡単のため p〔k)と書 く )に分解 して.各 pLk)間に相互作用が
無いと仮定す るのが random phase近似と理解 している, しかしながら,当然のことで
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図 1 ゆらぎに対応した Ojの分布各縦棒は αJを示す･説明は本文
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〔つまり相互作用 )が無 くてはならない.これについては多 くの議論があるようである
が,岡 1のよ うに具体的なパタンを措いてみると,こういったディジタル変数 のつ くる
パタンを合成する際の Fnurier 成分の振巾,位相に対する相互制約はかな り強いもの
であろうという印象をうけるo 多 くの実験家が random phase近似による説明につレ､
てゆけないような感 じを持っのは何時 も脳裏にこのような図があるからと言えよう.
図の (a)は Ojの配向にあまり相関の無い場合のパタンを示す･ 〔b)は波長 100a位の
サイン的ゆらぎを示 したつもりで. Landau理論の "モー ド〟 はこのようなものか と思
われる.明らかに短波長 pLk)の寄与無 しにはこのパタンは作れない.(C)は階段関数的
ゆらぎで,このバタンは比較的長波長成分だけで作れる｡これ らの図はまた,Ising モデ
ルでは長波長 p〔k)の振巾の増大が短波長 p〔kJ の振幅の減少 をもたらすこと,いわば
長波長成分は短波長成分をつ くって成長することをsuggestしている.臨界点では短波
長 p【k)がどの程度に生き残 り,その振幅がどのよう一な値に近づ くものなのかも教えて
いただけたらと思 うことの 1つ である.
臨界現象の理論は難 しくわからないことが多いが.特に気になることはpLk)間の相
互作用がIqif-1 なるいわば幾何学的制約に由来するものだけなのか･或いは何等か
の物理的実体 と関係 した別種の し上記の制約 と間接的にも無関係な )成分 を含むものな
のか,含むとすればそれぞれにどの程度の大きさなのか, とい うことである.こういっ
た相互作用の大きさを評価する実験家むきの 〔つまり現象の実体に則 した比較的簡単 )
計算法はないものであろうか.これらについても御教示いただければ幸いである.
上述のような考察はNaN02 のサイン相の問題 とも関連 している.この場合は波長
8a-10a位の波が問題 となるが. Yamadaetalは (b)に近いモデ/レを, Tanisaki
紘(C)のようなモデルを提案している.X線回析で高調波に対応した衛星反射は観測され





図 1で Oj--1に対応する線 をすべて消し,また横軸を時間とすると,神経細胞の軸
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系を通るインパルス列の図に似てくる･このことか らも了解 されるように･qiのような
ディジタルな変数 をp(kJのようなアナログ的変数で置きかえて議論する際の近似度の
問題は神経回路網の理論 とも関連 している｡
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